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１ 調査概要 

（１）調査目的 

本調査は、県内の児童生徒における家族の世話の状況や、それに伴う日常生活への支障、支援のニーズ等を把握し、ヤングケアラーの早期把握と支援

策の検討を行うための資料とすることを目的とする。 

（２）調査対象・回収数 

児童・生徒・学生と学校を対象に調査を実施した。内訳は下表のとおりである。 

児童・生徒・学生 対象者数 回答者数（回答率） 

①小学５・６年生 約 35,000 名 31,378 名（約 89.7％） 

②中 学 生 約 54,900 名 44,800 名（約 81.6％） 

③大学生・短期大学生 約 19,000 名 1,502 名（約 7.9％） 

 

学校 対象校数 回答者数（回答率） 

④小 学 校 364 校 321 校（88.2％） 

⑤中 学 校 193 校 167 校（86.5％） 

⑥大学・短期大学 20 校 11 校（55.0％） 

（３）調査手法 

無記名式のアンケート調査で、WEB 環境（実施の手引き等に記載されたＵＲＬ、二次元コードから案内）から任意で回答を依頼した。 

・児童・生徒・学生：各学校を通じて調査概要を配布して依頼。 

・各学校：各学校へ調査概要を電子メールにて送付して依頼。 

（４）調査期間 

令和４年９月１日～令和４年 10 月 25 日 
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【本調査におけるヤングケアラーの定義】 

本調査におけるヤングケアラーとは、「本来大人が担うと想定されている家事や家族の世話などを日常的に行っていることにより、子ども自身がやり

たいことができないなど子ども自身の権利が守られていないと思われる子ども」をいう。（以下はヤングケアラーのイメージ（例）） 
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２ 調査結果（児童・生徒・学生編） 

（１） お世話をしている人の有無とその家族 

お世話をしている家族がいると回答したのは、小学生で 11.6%、中学生で 6.3%、大学生・短大生で 4.5%（「かつていた」と回答したのは 3.7%） 

【小学生】 【中学生】 【大学生・短大生】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

＜お世話をしている家族のうち、最も多いのは、小学生・中学生ともに「きょうだい」で、大学生・短大生が「祖母」＞ 

 

11.6

86.7

1.7

いる

いない

無回答

(n=31,378)

6.3

92.5

1.2

いる

いない

無回答

(n=44,800)

4.5

3.7

91.1

0.8

現在いる

現在はいない

が、過去にいた

現在も過去もい

ない

無回答

(n=1,502)

33.8

22.3

14.1

8.9

43.7

8.8

18.2

お母さん

お父さん

おばあさん

おじいさん

きょうだい

その他

無回答

0 20 40 60
(n=3,638)

31.3

20.7

14.4

9.0

38.1

7.7

23.6

母親

父親

祖母

祖父

きょうだい

その他

無回答

0 20 40 60(n=2,809)

25.4

10.7

30.3

17.2

26.2

12.3

5.7

母親

父親

祖母

祖父

きょうだい

その他

無回答

0 20 40 60(n=122)



4 

２ 調査結果（児童・生徒・学生編） 

（２）① お世話をしている家族の状況（小学生） 

○お世話をしている家族が「いる」と回答した小学生にお世話をしている家族の状況について質問 

○父母では「わからない」、祖父母では「高齢」、きょうだいでは「幼い」が最も多かった。 

【小学生】（父母） 【小学生】（祖父母） 【小学生】（きょうだい） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

3.4

3.4

0.4

0.5

0.2

1.4

0.5

1.2

3.3

8.2

55.6

24.7

高齢

介護が必要

認知症

身体障がい

知的障がい

こころの病気（疑い含む）

依存症（疑い含む）

こころの病気・依存症以外の病気

日本語が苦手

その他

わからない

無回答

0 20 40 60
(n=1,281)

38.4

7.9

5.9

3.0

0.8

1.5

0.7

1.7

1.3

8.6

36.9

13.3

高齢

介護が必要

認知症

身体障がい

知的障がい

こころの病気（疑い含む）

依存症（疑い含む）

こころの病気・依存症以外の病気

日本語が苦手

その他

わからない

無回答

0 20 40 60
(n=594)

49.5

2.4

0.6

1.9

0.9

2.0

12.0

27.5

8.6

幼い

介護が必要

身体障がい

知的障がい

病気

日本語が苦手

その他

わからない

無回答

0 20 40 60
(n=1,590)
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２ 調査結果（児童・生徒・学生編） 

（２）② お世話をしている家族の状況（中学生） 

○お世話をしている家族が「いる」と回答した中学生にお世話をしている家族の状況について質問 

○父母・祖父母では「高齢」、きょうだいでは「幼い」が最も多かった。 

【中学生】（父母） 【中学生】（祖父母） 【中学生】（きょうだい） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8.0

67.3

2.6

2.1

3.7

6.3

1.8

2.4

1.4

6.5

17.6

高齢（65歳以上）

幼い

介護が必要な状態

認知症

身体障がい

知的障がい

精神疾患（疑い含む）

依存症（疑い含む）

7，8以外の病気

その他

無回答

0 50 100
(n=1,071)

16.3

8.1

4.9

3.7

5.4

3.2

3.5

3.8

2.8

8.9

59.3

高齢（65歳以上）

幼い

介護が必要な状態

認知症

身体障がい

知的障がい

精神疾患（疑い含む）

依存症（疑い含む）

7，8以外の病気

その他

無回答

0 50 100
(n=943)

66.6

6.7

18.8

16.0

12.8

6.5

3.6

2.6

3.0

3.8

23.7

高齢（65歳以上）

幼い

介護が必要な状態

認知症

身体障がい

知的障がい

精神疾患（疑い含む）

依存症（疑い含む）

7，8以外の病気

その他

無回答

0 50 100
(n=506)
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２ 調査結果（児童・生徒・学生編） 

（２）③ お世話をしている家族の状況（大学生・短大生） 

○お世話をしている家族が「いる」と回答した大学生・短大生にお世話をしている家族の状況について質問 

○父母・祖父母では「高齢」、きょうだいでは「幼い」が最も多かった。 

【大学生・短大生】（父母） 【大学生・短大生】（祖父母） 【大学生・短大生】（きょうだい） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

36.1

8.3

8.3

5.6

11.1

2.8

27.8

2.8

2.8

8.3

16.7

高齢（65歳以上）

幼い

要介護（介護が必要な状態）

認知症

身体障がい

知的障がい

精神疾患（疑い含む）

依存症（疑い含む）

７、８以外の病気

その他

無回答

0 50 100
(n=36)

12.5

62.5

6.3

6.3

18.8

18.8

21.9

0.0

3.1

12.5

6.3

高齢（65歳以上）

幼い

要介護（介護が必要な状態）

認知症

身体障がい

知的障がい

精神疾患（疑い含む）

依存症（疑い含む）

７、８以外の病気

その他

無回答

0 50 100
(n=32)

75.5

3.8

50.9

37.7

13.2

1.9

0.0

0.0

5.7

1.9

5.7

高齢（65歳以上）

幼い

要介護（介護が必要な状態）

認知症

身体障がい

知的障がい

精神疾患（疑い含む）

依存症（疑い含む）

７、８以外の病気

その他

無回答

0 50 100
(n=53)
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２ 調査結果（児童・生徒・学生編） 

（３） お世話の頻度 

○お世話をしている家族が「いる」との回答者に、お世話の頻度について質問 

○いずれも「ほぼ毎日」が最も多かった。 

【小学生】 【中学生】 【大学生・短大生】 

 

 

 

 

  

46.7

14.8

12.3

8.2

5.7

12.3

ほぼ毎日

週に３～５日

週に１～２日

１か月に数日

その他

無回答

0 20 40 60(n=122)

36.6

15.3

14.1

7.6

3.4

23

ほぼ毎日

週に３～５日

週に１～２日

１か月に数日

その他

無回答

0 20 40 60
(n=3,638)

31.6

15.5

13.2

7.5

1.9

30.2

ほぼ毎日

週に３～５日

週に１～２日

1か月に数日

その他

無回答

0 20 40 60(n=2,809)
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２ 調査結果（児童・生徒・学生編） 

（４） お世話を一緒にしている人 

○お世話をしている家族が「いる」との回答者に、誰と一緒にお世話をしているかについて質問 

○いずれも「お母さん（母親）」が最も多かった 

【小学生】 【中学生】 【大学生・短大生】 

 

31.4

24.2

12.9

7.5

27.7

2.0

13.4

1.1

3.6

28.9

お母さん

お父さん

おばあさん

おじいさん

きょうだい

しんせきの人

自分だけ

福祉サービス

（ヘルパーなど）を利用

その他

無回答

0 20 40 60

(n=3,638)

44.3

25.4

8.2

4.1

25.4

7.4

21.3

7.4

3.3

13.1

母親

父親

祖母

祖父

きょうだい

親戚の人

自分のみ

福祉サービスの人

（ヘルパーなど）を利用

その他

無回答

0 20 40 60

(n=122)

32.5

21.9

11.6

6.0

29.2

2.6

12.2

2.5

2.2

34.2

母親

父親

祖母

祖父

きょうだい

親戚の人

自分のみ

福祉サービス

（ヘルパーなど）を利用

その他

無回答

0 20 40 60

(n=2,809)
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２ 調査結果（児童・生徒・学生編） 

（５） お世話をしていることによる家や学校での生活に対する影響 

○お世話をしている家族が「いる」との回答者に、お世話による影響について質問 

○「特にない」が最も多いが、次いで小学生では「自分の時間が取れない」が、中学生では「宿題をする時間や勉強する時間が取れない」が、大

学生・短大生では「自分の時間が取れなかった」が多かった。 

【小学生】 【中学生】 【大学生・短大生】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

4.1

0.0

7.4

0.8

10.7

12.3

3.3

0.8

6.6

6.6

12.3

2.5

15.6

0.8

17.2

50.8

大学の授業に行きたくても行けなかった

単位が取れなかった、留年・休学した

課題・予習復習をする時間が取れなかった

留学をあきらめた

睡眠が十分に取れなかった

友人と遊ぶことができなかった

部活動・サークル活動ができなかった、

もしくは辞めざるを得なかった

課外活動・習い事ができなかった、

もしくは辞めざるを得なかった

アルバイトができなかった

就職先・進路の変更を考えざるを

得なかった、変更した

一人暮らしをしたくてもできなかった

恋愛をしたくてもできなかった

自分の時間が取れなかった

その他

特になかった

無回答

0 20 40 60

(n=122)

3.7

4.2

7.1

6.4

5.2

1.0

8.6

0.8

58.4

21.4

学校を休んでしまう

遅刻や早退をしてしまう

宿題など勉強する時間がない

眠る時間が足りない

友だちと遊ぶことができない

習いごとができない

自分の時間が取れない

その他

特にない

無回答

0 20 40 60

(n=3,638)

0.6

1.7

11.2

8.8

6.5

1.0

1.2

10.1

47.7

0.9

29.8

学校に行きたくても行けない

どうしても学校を遅刻・早退してしまう

宿題をする時間や勉強する時間が取れない

睡眠が十分に取れない

友人と遊ぶことができない

部活や習い事ができない、

もしくは辞めざるを得なかった

進路の変更を考えざるを得ない、

もしくは進路を変更した

自分の時間が取れない

特にない

その他

無回答

0 20 40 60

(n=2,809)
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２ 調査結果（児童・生徒・学生編） 

（６） お世話することの大変さ 

○お世話をしている家族が「いる」との回答者に、お世話をすることに大変さを感じているかについて質問 

○「特に大変さ（きつさ）は感じていない」が最も多いが、次いで小学生では「気持ちの面で大変」、中学生では「時間余裕がない」、大学生・短

大生では「精神的にきつい」が多かった。 

【小学生】 【中学生】 【大学生・短大生】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

10.2

10.9

8.7

52.4

24.5

体力の面で大変

気持ちの面で大変

時間の余裕がない

特に大変さは感じていない

無回答

0 20 40 60
(n=3,638)

5.1

8.8

9.8

50.9

32.5

身体的にきつい

精神的にきつい

時間的余裕がない

特にきつさは感じていない

無回答

0 20 40 60(n=2,809)

13.9

37.7

24.6

37.7

8.2

身体的にきつい

精神的にきつい

時間的余裕がない

特にきつさは感じていない

無回答

0 20 40(n=122)
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２ 調査結果（児童・生徒・学生編） 

（７）①相談したことの有無（相談相手） 

○お世話をしている家族が「いる」との回答者に、お世話をしている家族のことや悩みを相談したことがあるかについて質問 

○いずれの年齢でも「ない」が最も多かったが、「ある」場合の相談相手は、いずれの年齢でも「家族（父、母、祖父、祖母、きょうだい）」が最も多かった。ま

た、「ない」場合の理由は、いずれの年齢でも「相談するほどの悩みではないから」が最も多かった。 

【小学生】 【中学生】 【大学生・短大生】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

32.8

58.2

9.0

ある

ない

無回答

(n=122)

17.4

64.8

17.9

ある

ない

無回答

(n=3,638)

13.0

60.4

26.6

ある

ない

無回答

(n=2,809)

83.1

6.3

29.4

8.1

4.7

3.2

2.4

2.4

1.7

1.9

3.5

家族

しんせき

友だち

学校の先生

（保健室の先生以外）

保健室の先生

スクールソーシャルワーカーや

スクールカウンセラー

病院・医療・福祉サービスの人

近所の人

SNS上での知り合い

その他

無回答

0 50 100

(n=632)

65.8

11.0

39.7

22.7

11.2

8.8

3.0

2.5

1.1

2.7

4.7

1.6

4.4

家族（父、母、祖父、

祖母、きょうだい）

親戚（おじさん、おばさん）

友だち

学校の先生

（保健室の先生以外）

保健室の先生

スクールソーシャルワーカーや

スクールカウンセラー

医師や看護師、その他病院の人

ヘルパーやケアマネージャー、

福祉サービスの人

役所や保健センターの人

近所の人

ＳＮＳ上での知り合い

その他

無回答

0 50 100

(n=365)

52.5

10.0

37.5

20.0

22.5

7.5

0.0

5.0

5.0

5.0

0.0

7.5

7.5

0.0

家族（父、母、祖父、

祖母、きょうだい）

親戚（おじ、おばなど）

友人

交際相手、配偶者

大学の指導教員

大学の学生相談室やキャリア

支援室・保健センター

その他の大学の職員・機関

医師や看護師、

その他の病院の人

ホームヘルパーやケアマネージャー、

福祉サービスの人

役所の人（自治体の保健

センター等含む）

近所の人

ＳＮＳ上での知り合い

その他

無回答

0 50 100

(n=40)
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２ 調査結果（児童・生徒・学生編） 

（７）②相談したことの有無（相談していない理由） 

【小学生】 【中学生】 【大学生・短大生】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

57.3

6.0

3.2

6.4

10.7

9.4

17.7

相談するほどの

悩みではないから

誰に相談するのが

よいかわからないから

相談できる人がいないから

家族のことを話したくないから

相談しても何も変わらないから

その他

無回答

0 50 100
(n=2,356)

62.1

12.5

6.1

3.7

8.8

6.2

6.4

12.7

7.8

15.4

誰かに相談する

ほどの悩みではない

家族以外の人に相談

するような悩みではない

誰に相談すれば

よいかわからない

相談できる人が身近にいない

家族のことなので話しにくい

家族のことを知られたくない

家族に対して偏見

を持たれたくない

相談しても状況が

変わるとは思えない

その他

無回答

0 50 100
(n=1,697)

57.7

25.4

19.7

11.3

22.5

7.0

7.0

28.2

8.5

1.4

誰かに相談する

ほどの悩みではない

家族外の人に相談する

ような悩みではない

誰に相談するのが

よいかわからない

相談できる人が身近にいない

家族のことのため話しにくい

家族のことを知られたくない

家族に対して偏見

を持たれたくない

相談しても状況が

変わるとは思わない

その他

無回答

0 50 100
(n=71)



13 

２ 調査結果（児童・生徒・学生編） 

（８） 周囲に期待する支援 

○お世話をしている家族が「いる」との回答者に、学校や大人に助けてほしいこと、必要な支援について質問 

○「特にない」が最も多いが、次いで小学生では「自分のことについて話を聞いてほしい」、中学生では「学校の勉強や受験勉強などの学習のサ

ポート」、大学生では「自由に使える時間がほしい」が多かった。 

【小学生】 【中学生】 【大学生・短大生】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11.9

3.5

1.4

1.4

0.5

10.9

9.4

2.9

1.0

51.3

11.7

10.1

自分のことについて話を聞いてほしい

家族のお世話について相談にのってほしい

家族の病気や障がい、お世話のことなど

についてわかりやすく説明してほしい

自分が行っているお世話のすべてを

誰かに代わってほしい

自分が行っているお世話の一部を

誰かに代わってほしい

自由に使える時間がほしい

勉強を教えてほしい

お金の面で支援してほしい

その他

特にない

わからない

無回答

0 20 40 60

(n=3,638)

10.2

3.1

1.7

1.6

0.5

12.0

9.0

14.0

3.8

44.0

9.5

1.0

18.8

自分の今の状況について話を聞いてほしい

家族のお世話について相談に乗ってほしい

家族の病気や障がい、ケアのことなど

についてわかりやすく説明してほしい

自分がしているお世話のすべてを

代わってくれる人やサービスがほしい

自分がしているお世話の一部を

代わってくれる人やサービスがほしい

自由に使える時間がほしい

進路や就職など将来の相談に乗ってほしい

学校の勉強や受験勉強などの

学習のサポート

家庭への経済的な支援

特にない

わからない

その他

無回答

0 20 40 60

(n=2,809)

11.5

6.6

4.9

1.6

1.6

20.5

13.9

15.6

15.6

18.9

1.6

29.5

13.1

6.6

自分の今の状況について話を聞いてほしい

家族のお世話について相談にのってほしい

家族の病気や障がい、ケアのことなど

についてわかりやすく説明してほしい

自分が行っているお世話のすべてを

代わってくれる人やサービスがほしい

自分が行っているお世話の一部を

代わってくれる人やサービスがほしい

自由に使える時間がほしい

進路や就職など将来の相談にのってほしい

大学の勉強や学習のサポート

家庭への経済的な支援

学費への支援・奨学金等

その他

特にない

わからない

無回答

0 20 40 60

(n=122)
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２ 調査結果（児童・生徒・学生編） 

（９） ヤングケアラーであることの自覚 

「ヤングケアラーである」と自覚している小学生は 8.7%、中学生は 1.5%、大学生・短大生は「現在あてはまる」が 1.8%、「かつてあてはまった」

が 3.6% 

【小学生】 【中学生】 【大学生・短大生】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（10） ヤングケアラーの認知度 

ヤングケアラーという言葉を、「聞いたことがない」と回答したのは、小学生で 69.2%、中学生で 50.7%、大学生・短大生では 15.7％ 

【小学生】 【中学生】 【大学生・短大生】 

 

 

 

 

 

8.7

52.4

30.7

8.2

あてはまる

あてはまらない

わからない

無回答

(n=3,638)

1.5

88.1

9.3

1.0

あてはまる

あてはまらない

わからない

無回答

(n=44,800)

1.8 3.6

87.3

6.7

0.6
現在あてはまる

現在はあてはまら

ないが、かつてあ

てはまったと思う

あてはまらない

わからない

無回答

(n=1,502)

9.8

15.2

69.2

5.8

聞いたことがあ

り、内容も知って

いる

聞いたことはある

が、よく知らない

聞いたことはない

無回答

(n=3,638)

27.7

20.9

50.7

0.6

聞いたことがあ

り、内容も知って

いる

聞いたことはある

が、よく知らない

聞いたことはない

無回答

(n=44,800)

70.1

13.7

15.7

0.5

聞いたことがあ

り、内容も知って

いる

聞いたことはある

が、よく知らない

聞いたことはない

無回答

(n=1,502)
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３ 調査結果（学校編） 

（１） ヤングケアラーと思われる児童・生徒・学生の有無とその状況 

○学校に対し、ヤングケアラーに該当すると思われる児童・生徒・学生がいるか質問 

○小学校では「いない」が、中学校では「いる」が最も多く、大学・短大では「分からない」が最も多かった。 

【小学校】 【中学校】 【大学・短大】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜お世話をしている家族のうち、最も多いのは、小学生・中学生ともに「きょうだい」で、大学生・短大生が「祖母」＞ 

 

 

 

＜ヤングケアラーと思われる子どもの状況については、小学校・中学校ともに「家族の代わりに、幼いきょうだいの世話をしている」が最も多かった＞ 

12.1

74.2

4.5

1.5

10.6

7.6

1.5

9.1

0.0

12.1

0.0

障がいや病気のある家族の

代わりに、家事をしている

家族の代わりに、幼い

きょうだいの世話をしている

家族の代わりに、障がいや病気の

あるきょうだいの世話をしている

目を離せない家族の見守りや

声掛けをしている

家族の通訳をしている

（日本語や手話など）

アルコール・薬物・ギャンブルなどの

問題のある家族に対応している

病気の家族の看病をしている

障がいや病気のある家族の

身の回りの世話をしている

障がいや病気のある家族の

入浴やトイレの介助をしている

その他

無回答

0 50 100

(n=66)

36.5

76.2

15.9

6.3

20.6

4.8

11.1

14.3

3.2

3.2

0.0

障がいや病気のある家族の

代わりに、家事をしている

家族の代わりに、幼い

きょうだいの世話をしている

家族の代わりに、障がいや病気の

あるきょうだいの世話をしている

目を離せない家族の見守りや

声掛けをしている

家族の通訳をしている

（日本語や手話など）

アルコール・薬物・ギャンブルなどの

問題のある家族に対応している

病気の家族の看病をしている

障がいや病気のある家族の

身の回りの世話をしている

障がいや病気のある家族の

入浴やトイレの介助をしている

その他

無回答

0 50 100

(n=63)

100.0

100.0

50.0

50.0

50.0

50.0

100.0

100.0

50.0

0.0

0.0

障がいや病気のある家族の

代わりに、家事をしている

家族の代わりに、幼い

きょうだいの世話をしている

家族の代わりに、障がいや病気の

あるきょうだいの世話をしている

目を離せない家族の見守りや

声掛けをしている

家族の通訳をしている

（日本語や手話など）

アルコール・薬物・ギャンブルなどの

問題のある家族に対応している

病気の家族の看病をしている

障がいや病気のある家族の

身の回りの世話をしている

障がいや病気のある家族の

入浴やトイレの介助をしている

その他

無回答

0 50 100

(n=2)

18.2

27.3

54.5

0.0

いる

いない

分からない

無回答

(n=11)

20.6

59.2

20.2

0.0

いる

いない

分からない

無回答

(n=321)

37.7

35.9

26.3

0.0

いる

いない

分からない

無回答

(n=167)
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３ 調査結果（学校編） 

（２） 外部の支援へのつなぎについて 

○ヤングケアラーと思われる子どもが「いる」と回答した学校に対し、該当者を学校以外の外部の支援につないだケースがあるかについて質問 

○小学校で「要保護児童対策地域協議会に通告するほどではないが、学校以外の外部の支援につないだケースがある」が最も多く、中学校で「要

保護児童対策地域協議会に通告するほどではないが、学校以外の外部の支援につないだケースがある」、「外部の支援にはつないでいない（学校

で対応している）」が同数、大学・短大で「役所等に連絡したケースがある」「外部の支援にはつないでいない（大学・短期大学内で対応してい

る」が同数であった。 

【小学校】 【中学校】 【大学・短大】 

 

24.2

39.4

37.9

0.0

要保護児童対策地域協議会

に通告したケースがある

要保護児童対策地域協議会に通告する

ほどではないが、学校以外の外部の支

援につないだケースがある

外部の支援にはつないでいない（学校

で対応している）

無回答

0 20 40 60
(n=66)

25.4

38.1

38.1

0.0

要保護児童対策地域協議会

に通告したケースがある

要保護児童対策地域協議会に通告する

ほどではないが、学校以外の外部の支

援につないだケースがある

外部の支援にはつないでいない（学校

で対応している）

無回答

0 20 40 60(n=63)

50.0

50.0

0.0

役所等に連絡したケースがある

外部の支援にはつないでいない

（大学・短期大学内で対応して

いる

無回答

0 20 40 60(n=2)
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３ 調査結果（学校編） 

（３） ヤングケアラー支援に必要なこと 

○学校に対し、ヤングケアラー支援に必要と思うことについて質問 

○小学校で「教職員がヤングケアラーを知ること」、中学校で「子ども自身が知っていること」、大学・短大で「学生自身が知っていること」及び

「学生が教授等に相談しやすい環境をつくること」が最も多かった。 

【小学校】 【中学校】 【大学・短大】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

95.2

91.0

62.3

62.9

83.8

34.1

62.3

65.9

37.1

22.2

6.6

0.0

0.0

子ども自身がヤングケアラー

について知っていること

教職員がヤングケアラー

について知ること

学校にヤングケアラーが

何人いるか把握すること

ＳＳＷやＳＣなどの専門職

の配置が充実すること

子どもが教員に相談しやすい

関係をつくること

ヤングケアラーについて検討

する組織を校内につくること

学校にヤングケアラー本人や保護者

が相談できる窓口があること

学校がヤングケアラーの支援

について相談できる機関があること

ヤングケアラーを支援する

ＮＰＯなどの団体が増えること

福祉と教育の連携を強めること

その他

特にない

無回答

0 50 100

(n=167)

90.0

93.1

63.9

66.0

89.4

30.5

65.4

71.3

34.6

14.3

3.4

0.0

0

子ども自身がヤングケアラー

について知っていること

教職員がヤングケアラー

について知ること

学校にヤングケアラーが

何人いるか把握すること

ＳＳＷやＳＣなどの専門職

の配置が充実すること

子どもが教員に相談しやすい

関係をつくること

ヤングケアラーについて検討

する組織を校内につくること

学校にヤングケアラー本人や保護者

が相談できる窓口があること

学校がヤングケアラーの支援

について相談できる機関があること

ヤングケアラーを支援する

ＮＰＯなどの団体が増えること

福祉と教育の連携を強めること

その他

特にない

無回答

0 50 100

(n=321)

100.0

90.9

100.0

27.3

63.6

63.6

36.4

27.3

0.0

0.0

0.0

学生自身がヤングケアラー

について知っていること

教職員がヤングケアラー

について知ること

学生が教授等に相談しやすい

関係をつくること

ヤングケアラーについて検討

する組織を学内につくること

大学・短期大学内にヤングケアラー本人や

保護者が相談できる窓口があること

大学・短期大学がヤングケアラーの支援

について相談できる機関があること

ヤングケアラーを支援する

ＮＰＯなどの団体が増えること

福祉と教育の連携を強めること

その他

特にない

無回答

0 50 100

(n=11)
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４ 総括 

調査結果（児童・生徒・学生編） 

（１） お世話する人の有無とその家族 

年齢が低くなるにつれてお世話する人がいる人の割合は高くなる傾向にあり、小学生で 11.6％、中学生で 6.3％、大学生・短大生で 4.5％となっ 

ている。 

お世話をしている家族は、小学生・中学生では「きょうだい」が、大学生・短大生では「祖母」が最多となっている。また、小学生、中学生では    

「母親」が、大学生・短大生では「きょうだい」が２番目に多くなっている。 

（２） お世話をする家族の状況 

① お世話をしている家族の状況について、小学生では、父母をお世話する場合は「わからない」が、祖父母をお世話する場合は「高齢」が、きょ 

うだいをお世話する場合は「幼い」が最も多くなっている。 

    ② 同じく中学生では、父母・祖父母をお世話する場合は「高齢」が、きょうだいをお世話する場合は「幼い」が最も多くなっている。 

    ③ 同じく大学生・短大生では、父母・祖父母をお世話する場合は「高齢」が、きょうだいをお世話する場合は「幼い」が最も多くなっている。 

（３） お世話の頻度 

いずれの年齢でも、「ほぼ毎日」が最も多くなっている。 

（５） お世話することによる家や学校での生活に対する影響 

いずれの年齢においても、「特にない」が最も多いが、次いで小学生、大学生・短大生は、「自分の時間が取れない（取れなかった）」、中学生では

「宿題をする時間や勉強する時間が取れない」が多くなっている。 

（６） お世話することの大変さ 

いずれの年齢においても、「特に大変さは感じていない」が最も多いが、次いで小学生で「気持ちの面で大変」、中学生で「時間的余裕がない」、

大学生・短大生で「精神的にきつい」が２番目になっているなど、身体面だけでなく精神面での負担も多いことがうかがわれる。 

（７） 相談したことの有無 

お世話をしている家族のことや悩みを誰かに相談したことがあるかについては、いずれの年齢においても「ない」が最も多かった。 

相談していない理由としては、すべての年代で「相談するほどの悩みではないから」が半数を超えて最も多く、続いて、小学校で「相談しても何 

も変わらないから」、中学校で「家族以外の人に相談するような悩みではない」が多い結果となっている。 

 

調査結果（児童・生徒・学生） 
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４ 総括 

（８） 周囲に期待する支援 

いずれの年齢においても「特にない」が最も多いが、次いで小学生では、「自分のことについて話を聞いてほしい」、中学生では「学校の勉強や受

験勉強などの学習のサポート」、大学生・短大生では、「自由に使える時間がほしい」との回答者が多くなっている。 

（９） ヤングケアラーの自覚 

自分がヤングケアラーだと自覚している人の割合は小学生が最も高い。一方で、「わからない」と感じている人の割合も小学生が最も高い。 

（10） ヤングケアラーの認知度 

年齢が高くなるにつれて、ヤングケアラーという言葉を聞いたことがある割合は高くなる傾向にあり、「聞いたことがある」と回答したのは、大

学生・短大生で 83.8％、中学生で 48.6％、小学生で 25.0％となっている。 

 

 

 

（１） ヤングケアラーと思われる児童・生徒・学生の有無とその状況 

小学生、中学生ともに「家族の代わりに、幼いきょうだいの世話をしている」が最多で７割を超えている。また、小学生、中学生ともに、「障が

いや病気のある家族の代わりに家事をしている」、「家族の通訳をしている（日本語や手話など）」が２番目、３番目に多くなっている。 

（２） 当該児童・生徒・学生の外部支援へのつなぎ 

    小学校、中学校のいずれも約６割の学校で、ヤングケアラーと思われる子どもを要保護児童対策地域協議会に通告もしくは学校以外の外部の支

援につないだケースがある。 

（３） ヤングケアラー支援に必要なこと 

ヤングケアラー支援に必要だと思うことについては、「子ども自身（学生自身）がヤングケアラーについて知ること」「教職員がヤングケアラーに   

ついて知ること」「子どもが教員に（学生が教授等に）相談しやすい関係をつくること」が多くなっている。 

 

調査結果（学校） 


